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平
成
24
年
度
福
祉
委
員
研
修
会
を
4
月
～
5
月

に
か
け
て
各
地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
交
代
す
る
委
員
に
委
嘱
状
の
交
付
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昨
年
末
か
ら
全
町
で
行

政
推
進
員
を
通
じ
て
お
願
い
し
て
い
た
「
見
守
り

カ
ー
ド
」
の
説
明
と
「
見
守
り
台
帳
」
の
地
域
で

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

提
案
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、「『
見
守
り
カ
ー
ド
』
を
き
っ

か
け
に
地
域
の
高
齢
者
と
話
す
こ
と
が
で
き
た
」

「『
見
守
り
カ
ー
ド
』
を
進
め
て
い
く
な
か
で
、
区

長
さ
ん
や
民
生
委
員
さ
ん
と
連
携
す
る
こ
と
が
で

き
た
」「
せ
っ
か
く
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
情
報
な

の
で
、
地
域
で
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
」
等

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

本
会
で
は
、

今
後
も
『
見
守

り
カ
ー
ド
』
を

更
に
推
進
し
登

録
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
委

員
会
の
活
動
、

地
域
福
祉
活
動

の
推
進
を
支
援

し
ま
す
。

北
方
一
区
で
は
住
民
の
約
3
分
の
1
が
60
歳
以

上
に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
「
今

後
、
高
齢
者
が
地
域
や
家
庭
で
孤
立
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
」
と
行
政
推
進
員
等
で
話
し
合
い
が

行
わ
れ
、
10
名
の
福
祉
委
員
に
よ
る
「
一
区
地
域

見
守
り
隊
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

3
か
月
に
1
回
、
常
会
に
あ
わ
せ
て
福
祉
委
員

会
を
開
催
し
、
日
ご
ろ
の
見
守
り
で
感
じ
た
こ
と

の
報
告
や
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
福
祉
委

員
会
に
は
民
生
委
員
児
童
委
員
も
同
席
し
、
情
報

交
換
や
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
「
一
区
地
域
見
守
り
隊
」
は
区
役
員
、
赤
十
字

奉
仕
団
や
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
老
人
ク
ラ
ブ
等

と
協
力
し
な
が
ら
「
一
区
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

「
幸
せ
を
感

じ
る
ふ
る
さ

と
づ
く
り
」

を
め
ざ
し
て

活
動
を
続
け

て
み
え
ま

す
。

雪
が
降
る
と
、
つ
い
隣
に
も
行
か
な
く
な

り
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

春
日
美
束
安
土
地
区
で
は
冬
限
定
の
「
お

う
ど
ん
を
食
べ
る
会
」
が
あ
り
、
誰
も
が
気

楽
に
集
ま
り
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
場
と
し
て

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
う
ど
ん

と
持
ち
寄
っ
た
お
か
ず
。
お
し
ゃ
べ
り
が
何

よ
り
の
ご
馳
走
で
す
。
行
き
帰
り
歩
く
こ
と

で
健
康
に
も
よ
く
、
み
ん
な
で
元
気
な
こ
と

を
喜
び
合
い
ま
す
。
大
き
な
お
鍋
を
囲
ん
で

心
ま
で
温
ま
り
ひ
と
つ
に
な
れ
ま
す
。

　
「
あ
あ
、
楽
し
か
っ
た
！
」「
大
雪
の
時
も

心
配
し
て
も
ら
え
心
強
い
」「
誘
っ
て
も
ら

え
て
嬉
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

▲ 永地区福祉・防災委員会総会に併せて
　実施しました

「
一
区
地
域
見
守
り
隊
」（
北
方
一
区
）

福
祉
委
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

集
ま
ろ
ま
い
か

「
お
う
ど
ん
を
食
べ
る
会
」

▲

情報交換の様子

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域

に
根
づ
い
た
人
と
人
と
の
温

か
い
つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
、

各
地
の
行
事
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

皆
様
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

�



【
習
字
の
部
】 

応
募
数
４
６
４
点

花
村　

早
紀　

さ
ん　
　
〈
揖
斐
小
学
校
〉

平
井　

歩
武　

さ
ん　
　
〈
揖
斐
小
学
校
〉

中
村　

駿
希　

さ
ん　
　
〈
揖
斐
小
学
校
〉

森　
　

七
海　

さ
ん　
　
〈
大
和
小
学
校
〉

森　
　

華
澄　

さ
ん　
　
〈
大
和
小
学
校
〉

高
橋　

侑
加　

さ
ん　
　
〈
北
方
小
学
校
〉

土
屋　

彩
花　

さ
ん　
　
〈
小
島
小
学
校
〉

宮
下　

菜
々
子　

さ
ん　
〈
小
島
小
学
校
〉

山
本　

美
咲　

さ
ん　
　
〈
小
島
小
学
校
〉

吉
野　

結
香　

さ
ん　
　
〈
小
島
小
学
校
〉

遠
藤　

真
悠
子　

さ
ん　
〈
養
基
小
学
校
〉

髙
橋　

沙
耶
香　

さ
ん　
〈
揖
斐
川
中
学
校
〉

野
原　

里
紗　

さ
ん　
　
〈
揖
斐
川
中
学
校
〉

加
藤　

柊
平　

さ
ん　
　
〈
北
和
中
学
校
〉

豊
永　

京
可　

さ
ん　
　
〈
揖
斐
特
別
支
援
学
校
〉

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】 

応
募
数
68
点

一
瀬　

正
拳　

さ
ん　
　
〈
揖
斐
小
学
校
〉

牧
村　
　

楓　

さ
ん　
　
〈
揖
斐
小
学
校
〉

片
倉　

一
暁　

さ
ん　
　
〈
大
和
小
学
校
〉

宗
宮　
　

遥　

さ
ん　
　
〈
大
和
小
学
校
〉

西
田　
　

葵　

さ
ん　
　
〈
大
和
小
学
校
〉

松
岡　

圭
太　

さ
ん　
　
〈
大
和
小
学
校
〉

松
浦　

啓
斗　

さ
ん　
　
〈
北
方
小
学
校
〉

松
浦　

会
美　

さ
ん　
　
〈
北
方
小
学
校
〉

谷
口　

琴
音　

さ
ん　
　
〈
小
島
小
学
校
〉

矢
野　

晴
菜　

さ
ん　
　
〈
久
瀬
小
学
校
〉

江
馬
城　

佳
苗　

さ
ん　
〈
西
濃
学
園
中
学
校
〉

野
原　

沙
由
美　

さ
ん　
〈
揖
斐
特
別
支
援
学
校
〉

※
学
校
名
は
、
平
成
24
年
3
月
31
日
現
在
で
す
。

入
賞
者
発
表

　

揖
斐
川
町
内
の
小
中
学
校
・
高
校
の
児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
福
祉
習
字
と
ポ
ス
タ
ー

を
募
集
し
、
た
く
さ
ん
の
応
募
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
作
品
は
「
い
び
が
わ
健
康
福

祉
フ
ェ
ア
２
０
１
２
」
の
会
場
（
５
月
27
日

（
日
）
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
）
で
展
示
い

た
し
ま
し
た
。

　

入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
作
品
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

�



社
会
福
祉
協
議
会
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
必

要
�
�
�
�
�
方
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
���
�
�
�
�
�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

　

揖
斐
川
町
内
の
中
学
生
及
び
高
校
生
を
対
象
に
、
福

祉
意
識
の
向
上
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
き
っ
か
け

づ
く
り
を
目
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し

ま
す
。

　

夏
休
み
の
期
間
を
利
用
し
て
、
町
内
の
福
祉
施
設
等

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
期　

間
】　

平
成
24
年
７
月
23
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　

平
成
24
年
８
月
24
日（
金
）（
土
日
は
除
く
）

【
場　

所
】　

町
内
の
福
祉
施
設
等

【
対
象
者
】　

町
内
に
在
住
、
又
は
在
学
の
中
学
生
及
び

　
　
　
　
　

高
校
生
１
０
０
名
程
度

【
内　

容
】　

施
設
体
験
、
各
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　

体
験

　
　
　
　
　

１
人　

１
日
〜
３
日
間

【
参
加
費
】　

無
料
（
活
動
先
ま
で
の
交
通
費
は
自
己
負

　
　
　
　
　

担
で
す
）

【
申　

込
】　

平
成
24
年
７
月
３
日
（
火
）
ま
で
に
、
各

　
　
　
　
　

学
校
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
（
先
着
順
・
申
込
期
日
厳
守
）。

　
　
　
　
　

な
お
、
詳
細
及
び
申
込
書
は
、
各
学
校
か

　
　
　
　
　

ら
配
布
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
学
生
・
高
校
生
集
ま
れ
！

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

参
加
�
�
�
�
�

　

母
子
父
子
家
庭
等
の
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
宿
題
の
応
援
や
楽
し
い
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】

　

Ａ
日
程

　
　

平
成
24
年
７
月
31
日
（
火
）
〜
８
月
２
日
（
木
）

　

Ｂ
日
程

　
　

平
成
24
年
８
月
７
日
（
火
）
〜
８
月
９
日
（
木
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

【
場　

所
】
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

【
対
象
者
】
町
内
在
住
の
母
子
父
子
家
庭
等
の
小
中
学
生

【
定　

員
】

　

Ａ
日
程
、
Ｂ
日
程　

各
20
名

　
（
Ａ
・
Ｂ
日
程
の
両
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

【
参
加
費
】

　

１
日　

１
０
０
円

　
（
講
座
の
内
容
に
よ
っ
て
別
途
材
料
費
が
か
か
り
ま
す
）

【
内　

容
】

絵
画
、
工
作
、
勉
強
、
感
想
文
な
ど
の
夏
休
み
の
宿

題
応
援
。
そ
の
他
、
工
作
教
室
な
ど
。

【
申　

込
】

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
社
会
福
祉
協
議

会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
各
学
校
に
あ
り
ま

す
。

【
申
込
期
間
】

　

平
成
24
年
６
月
11
日
（
月
）
〜
７
月
６
日
（
金
）

　

但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

�
夏
休
�
宿
題
応
援
�
�
�
�
��
�
案
内

�
共
同
募
金
配
分
金
事
業
�

　

人
の
自
然
な
立
ち
上
が
り
は
、
ま
ず
足
を
膝
よ

り
後
ろ
に
引
き
、
頭
を
前
に
倒
し
て
重
心
を
足
に

移
す
こ
と
で
お
尻
が
浮
い
て
き
ま
す
。
徐
々
に
膝

を
伸
ば
し
は
じ
め
、
状
態
も
起
こ
し
て
立
ち
上
が

り
ま
す
。

〈
立
ち
上
が
り
動
作
の
３
つ
の
条
件
〉

１
．
足
を
引
く
↓

引
け
ば
引
く
ほ
ど
、
頭
を
た
く
さ
ん
出
さ
な

く
て
す
む

２
．
十
分
な
前
か
が
み
↓

　
　

頭
の
中
心
が
足
よ
り
も
前
に
出
る

３
．
い
す
、
ベ
ッ
ド
の
高
さ
↓

　
　

低
す
ぎ
る
と
力
が
な
い
人
は
立
て
な
い

〈
立
て
る
か
ど
う
か
の
確
認
〉

・
握
力
の
確
認
…
握
手
を
し
て
力
の
確
認

・
脚
力
の
確
認
…
上
を
向
い
て
寝
て
も
ら
い
、
両

　
　
　
　
　
　
　

膝
を
立
て
て
お
尻
を
上
げ
て
も

　
　
　
　
　
　
　

ら
う
。

※
必
ず
一
つ
一
つ
の
動
作
に
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

介
護
法
�
立
�
上
�
�
�
�
�
�
�
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正解者の中から抽選で5名様に、図書カードをプレゼントします。

●応募要項
ハガキに答え・住所・氏名・年齢をご記入の上、下記までご応
募ください。また、社会福祉協議会に対するご意見、ご希望も
あわせてお寄せください。

●応 募 先
　〒 501-0603　揖斐川町上南方 193番地
　　揖斐川町社会福祉協議会　地域福祉係
●応募期間
　平成24年５月25日（金）～平成24年６月８日（金）必着
　※発表は、図書カードの発送をもってかえさせていただきます。
　※先月号の答えは…『学校の時計の針、愛ちゃんの髪の毛、希
　　　　　　　　　　　望くんの持っている旗、中央の女の子の
　　　　　　　　　　　ランドセルの色、おじさんの髪の毛の色』

認知症予防等のための「脳のトレーニング」クイズです。

～なぞなぞ～
何と読むでしょう？

高齢者向け料理レシピ ～生活習慣予防に良い食事を紹介します～
◎トマトとじゃがいものポタージュ（エネルギー 115kcal、塩分 1.6g）

①じゃがいもをいちょう切りにして、鍋にじゃがいもがひ
たひたになるくらいまで水を入れ煮る。水が少なくな
り、じゃがいもが柔らかくなったら火を止める。
②じゃがいもをしっかりとつぶす。
③②にトマトジュース、牛乳を加え
再び加熱する。コンソメを加え
かき混ぜながら弱火で煮る。塩・
こしょうで味を調える。
④器に盛りつけ、お好みでパセリをちらす。

材　料 分量（２人分）
じゃがいも 小２個
トマトジュース 1缶（190g）
牛 乳 50cc
コ ン ソ メ 1個
塩・こしょう 適量
ドライパセリ 少々

揖斐川町社会福祉協議会の人事異動
４月１日付で人事異動をしました。よろしくお願いいたします。

＜本部＞
事務局長兼会計責任者兼資産運用責任者

丸山　周治（常勤嘱託員）
地域福祉総務課長心得 富田富久美
在宅福祉課長心得兼介護支援専門員 國枝多佳子
地域福祉係長兼総括福祉活動専門員 日下部周子
総務係長兼会計主任兼地域福祉係福祉活動専門員

古野　博文
介護支援事業係長心得兼主任介護支援専門員

花木みさ子
地域福祉係福祉活動専門員 服部卓哉（新採用）

＜支所・デイサービスセンター＞
谷汲支所長兼通所事業係長兼介護支援専門員　棚橋　　治
谷汲デイサービスセンター所長兼介護員兼谷汲ふれあいの家所長

杉本　幸恵
谷汲デイサービスセンター介護員 今井　頼子
春日支所兼藤橋支所福祉活動専門員 野村　峰子
久瀬支所長兼藤橋支所長兼坂内支所長 中川　正信
久瀬支所兼坂内支所福祉活動専門員 木下　直樹

＜退職＞
事務局長兼会計責任者　　　　　　　　　　　　　　　林　　孝之（常勤嘱託員）
谷汲デイサービスセンター所長兼ふれあいの家所長　　岡部真由美
揖斐川ホームヘルプサービス事業所訪問介護員　　　　國枝　静枝
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平成24年度　社会福祉法人揖斐川町   社会福祉協議会　事業計画・予算　
～みんなの笑顔があふれる「あい」のまちづくり　（たすけあい・ささえあい・ふれあい・きづきあい）～

〈事業計画〉

法人運営事業
・理事会・評議員会
・監査
・地域福祉推進委員会
・職員研修
・自主財源の研究

調査企画広報事業
・広報紙「かけはし」の発行（年６回）
・社会福祉協議会ホームページの充実

地域福祉推進事業
・地域福祉活動の推進
・福祉委員研修会
・地域サポート事業
・福祉機器貸与
・地域福祉推進助成事業
・見守り体制づくり事業
・相談事業
・いびがわ健康福祉フェア
・制度外サービス事業（生活支援）研究会

ボランティア事業
・ボランティア市民活動支援センターの充実
・災害ボランティアセンター事業
・ボランティアスクール
　（中学生・高校生の福祉体験）
・福祉協力校助成
　（町内の小・中学校・高等学校）

共同募金配分金事業
・給食サービス事業
・バースデイサービス事業
・ふれあいいきいきサロン事業
・赤い羽根文庫事業
・多世代交流事業（高齢者のつどい）
・障がい者のつどい事業
・キッズ☆パワー事業
・母子父子家庭等激励事業
　（夏休み宿題応援スクール）

受託事業
・軽度生活援助事業
・揖斐川町生きがい活動支援通所事業
　（生きがいデイサービス）
・揖斐川町シングルシルバーふれあいの家
　管理・運営事業（谷汲岐礼）
・介護予防普及啓発事業
・地域介護予防活動支援事業
・家族介護者交流事業
・介護予防ケアプラン策定業務
・要介護認定調査
・高齢者住宅「はなもも」管理・運営事業
　（坂内広瀬）

介護保険事業等
・生活支援サービスの研究
・山間地における小規模多機能型等施設研究会
・訪問介護事業サービス研究会
・居宅介護支援事業
　３事業所（揖斐川・谷汲・春日）
・通所介護事業（デイサービス）
　３事業所（谷汲・春日・坂内）
・訪問介護事業（ホームヘルプサービス）
　１事業所（揖斐川）
　※サテライト事業所（春日・坂内）

障がい福祉サービス
・居宅介護・重度訪問介護・同行援護事業１
　事業所（揖斐川）

その他の事業
・日常生活自立支援事業
・生活福祉資金貸付事業
・災害見舞金支給事業
・その他本会の目的達成に必要な事業

�



～理事会・評議員会だより～
　第6回社会福祉法人揖斐川町社会福祉協議会理事会が3月 19日（月）、第5回同評議員会が3
月23日（金）に開催され、平成24年度事業計画、一般会計及び特別会計予算など7議案が上程され、
いずれも原案のとおり可決されました（別記のとおり）。

平成24年度　社会福祉法人揖斐川町   社会福祉協議会　事業計画・予算　
～みんなの笑顔があふれる「あい」のまちづくり　（たすけあい・ささえあい・ふれあい・きづきあい）～

〈基本方針〉
　揖斐川町社会福祉協議会は、社会福祉法第109条による「地域福祉の推進」の団体として、住民と協働して地
域福祉活動の高揚を図るとともに、福祉サービスを必要とする人々が安心して暮らせるまちづくりを進めます。
　少子高齢化、家族形態の多様化、地域のつながりの希薄化など、人々の暮らしの基盤である地域社会の環境
が大きく変化し、家族や公的制度だけでは解決できない様々な課題が多くあります。
　このような社会情勢の中、だれもが住み慣れた地域で安心していきいきと暮らせるため、地域住民が主体と
なり、ふれあいと結びつきの輪を広め、地域における助け合い、支え合い社会の構築をめざした地域福祉活動
を積極的に推進します。
　法人の運営については、厳しい財政事情の中、収入財源の研究、効率的な予算執行、事務事業の見直しによ
る経費の削減及び本部組織の改革、職員の研修、意識改革、人材の育成、確保など組織基盤を強化し安定した
運営をめざします。
　地域福祉事業は、地域福祉活動計画に基づき、地域住民が中心になって地域の絆、連携を深め、支え合いの
地域社会の構築、地域福祉活動を推進する組織のネットワーク化を支援します。　
　介護保険事業は、「個人の尊厳」を重視し、サービスを利用される方が、心身ともに健やかに育成され、在
宅で自立した生活を営むことができるように、質の高いサービスを提供します。
　上記基本方針に基づき、次の事業を進めます。

平成 24 年度　一般会計予算　287,369,000 円

平成24年度　特別会計「高齢者住宅はなもも」予算　5,859,000円
収入　5,859,000円　　　　　支出　5,859,000円

収入　287,369,000円　　　　　支出　287,369,000円

�



 

各支所電話番号
谷汲支所（谷汲保健センター内） ☎ 56-3700 久瀬支所（久瀬振興事務所内） ☎ 54-2288
谷汲デイサービスセンター ☎ 56-3630 藤橋支所（藤橋振興事務所内） ☎ 52-2111

シングルシルバーふれあいの家 ☎ 56-3150 坂内支所・坂内デイサービス
センターもみの木 ☎ 53-2662

春日支所・春日デイサービス
センター（かすがモリモリ村内） ☎ 58-0008 高齢者住宅「はなもも」 ☎ 53-0007

平成 24年度から新しいコーナーとして「高齢
者向け料理レシピ」を始めます。簡単でおいしく、
栄養のある料理を紹介しますので、ぜひご家庭で
作ってみてください。また料理の感想などもお聞
かせください。
なお、本会では地域のサロンで料理教室を行

ったり、シルバークッキング、男の料理教室など
も行っていますので関心のある方はどんどん参加
してください。

6月 ・7月の予定
給食サービス（久瀬・藤橋）

給食サービス（谷汲）

給食サービス（坂内）

給食サービス（春日）

6月5日（火）

6日（水）

7日（木）

15日（金）

社協会費にご理解とご協力を
お願いいたします！

～　編 集 後 記　～

　揖斐川町社会福祉協議会では、“すべての町民が安心して暮らすことができる福祉のまちづく
り”をめざして、地域福祉活動に取り組んでいます。社協の事業は、町民の皆様から寄せられた
会費や寄付金、共同募金、行政からの公費補助などによって支えられています。
　多様化する福祉ニーズに対し、住民一人ひとりが福祉の担い手として地域福祉活動を推進する
ため、町民の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

※一般会費は、各地区行政推進員の方々にご協力をいただきお願いしています。
　（お願いする時期は地域により異なりますので、ご了承ください。）
※賛助会費は、6月～ 7月にかけ各事業所様宛に、お願いのご案内を送付させていただきますの  
   でよろしくお願いいたします。

会　費（年額）
● 一般会員（個人・世帯）  １口 ……1,000円（１口以上）

● 賛助会員（団体・施設・企業等） １口 ……5,000円

～あたたかいこころ～
こころあたたまる寄付をいただき
　　　　　　　 誠にありがとうございました。

【平成24年3月1日から4月30日まで】

★松井親夫様（谷汲）･･････････10,000円
★北方小学校児童会様･･･････････ 5,000円
★養基小学校児童会様･･･････････ 2,909円

平成24年度
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